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一般質問

　

①
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
評
価
は
。

②
区
内
の
大
企
業
に
賃
上
げ
等
を

申
し
入
れ
て
は
。
③
区
民
の
暮
ら

し
の
実
態
分
析
と
対
策
は
。

　

区
長　

❶
国
政
の
場
で
評
価
さ

れ
る
べ
き
課
題
だ
。
❷
企
業
が
判

断
す
べ
き
事
柄
だ
。
❸
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
等
を
通
じ
て
把
握
し
、
施

策
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

防
災
対
策
最
重
点
は
大
規
模
開
発

巨
大
道
路
建
設
で
は
な
く
、
住
宅

耐
震
化
と
初
期
消
火
の
強
化
こ
そ

　

①
３
・
11
大
震
災
か
ら
の
教
訓

は
。
②
大
規
模
開
発
等
を
住
宅
耐

震
化
促
進
等
へ
改
め
て
は
。
③
耐

震
診
断
は
無
料
に
、
耐
震
改
修
助

成
は
300
万
円
に
増
額
を
。
④
ス
タ

ン
ド
パ
イ
プ
等
の
増
配
置
を
。

⑤
上
水
道
の
継
ぎ
手
耐
震
化
等
を
。

⑥
消
防
車
の
増
配
置
な
ど
、
消
防

力
の
強
化
を
。

　

都
市
環
境
事
業
部
長　

❶
自
助

共
助
・
公
助
の
最
大
限
の
発
揮
で
、

被
害
は
最
小
化
す
る
。
❷
総
合
的

な
防
災
対
策
が
重
要
だ
。
❸
増
額

等
の
考
え
は
な
い
。
❹
計
画
的
に

設
置
す
る
。
❺
水
道
局
が
計
画
的

に
進
め
て
い
る
。
❻
東
京
消
防
庁

に
強
化
を
働
き
か
け
る
。

こ
れ
以
上
の
超
高
層
ビ
ル
は
や
め
、

住
民
合
意
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
転

換
を

　

①
大
規
模
開
発
が
進
め
ば
、
国

等
の
借
金
は
膨
れ
上
が
る
。
見
解

は
。
②
開
発
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン

等
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
は
。

③
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
見
直
し

を
求
め
て
は
。
④
都
に
品
川
駅
南

地
域
の
都
営
住
宅
耐
震
化
等
を
求

め
て
は
。
⑤
大
規
模
開
発
か
ら
住

民
合
意
の
ま
ち
づ
く
り
に
転
換
を
。

⑥
世
論
調
査
で
も
再
開
発
を
求
め

る
人
は
減
少
し
て
い
る
。
見
解
は
。

　

都
市
環
境
事
業
部
長　

❶
公
共

性
の
高
い
事
業
の
国
費
投
入
は
妥

当
だ
。
❷
利
便
性
の
高
い
と
こ
ろ

で
は
需
要
は
続
く
と
考
え
る
。　

❸
広
域
的
な
視
点
で
議
論
す
べ
き

だ
。
❹
耐
震
診
断
を
行
う
と
聞
く
。

❺
❻
地
域
に
は
事
業
主
体
に
よ
る

説
明
を
尽
く
し
て
進
め
て
お
り
、

再
開
発
は
区
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

さ
ら
な
る
貧
困
を
つ
く
る
生
活
保

護
切
り
下
げ
は
や
め
よ

　

①
施
政
方
針
で
、
社
会
保
障
な

ど
を
歳
出
圧
力
の
高
ま
り
と
し
た

意
味
は
。
②
社
会
保
障
へ
の
考
え

は
。
③
生
活
保
護
切
り
下
げ
の
影

響
等
は
。
④
国
保
料
の
㋐
引
き
下

げ
を
。
㋑
国
庫
補
助
を
１
９
８
４

年
並
み
に
戻
し
、
広
域
化
を
や
め

る
よ
う
国
に
求
め
て
は
。

　

健
康
福
祉
事
業
部
長　

❶
財
政

負
担
拡
大
の
要
因
と
し
て
見
込
ま

れ
る
点
を
表
し
た
。
❷
持
続
可
能

な
制
度
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

く
。
❸
見
直
し
内
容
が
確
定
し
て

い
な
い
た
め
、
未
定
だ
。
❹
㋐
困

難
だ
。
㋑
国
庫
負
担
の
引
き
上
げ

は
要
望
し
て
い
る
が
、
広
域
化
の

撤
回
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。

子
も
親
も
求
め
て
い
る
の
は
国
と

区
が
責
任
を
持
つ
認
可
保
育
園
増

設　

子
ど
も
・
子
育
て
（
新
シ
ス

テ
ム
）
関
連
法
は
中
止
を

　

①
新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
㋐
保

育
環
境
は
悪
化
す
る
の
で
は
。

㋑
待
機
児
童
は
解
消
す
る
の
か
。

㋒
保
育
料
負
担
の
軽
減
を
。
㋓
国

に
中
止
を
求
め
て
は
。

　

子
ど
も
未
来
事
業
部
長　
　
　

❶
㋐
基
準
に
変
更
は
な
い
。
㋑
計

画
的
に
支
援
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

㋒
現
行
負
担
水
準
等
が
基
本
だ
。

㋓
本
格
実
施
に
向
け
準
備
す
る
。

若
者
支
援
は
未
来
へ
の
投
資

誰
も
が
安
心
・
安
定
な
仕
事
に
つ

け
る
き
め
細
か
な
支
援
を

　

①
国
に
労
働
者
派
遣
法
改
正
を

求
め
て
は
。
②
就
業
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
、
就
業
で
き
た
人
数
等
は
。

③
就
業
に
た
ど
り
着
け
な
い
若
者

の
㋐
調
査
を
。
㋑
事
情
に
対
応
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
。
④
若
者
就
業
体

験
の
委
託
先
の
選
定
基
準
は
。

　

地
域
振
興
事
業
部
長　

❶
問
題

が
あ
れ
ば
、
要
望
す
る
こ
と
も
あ

る
。
❷
１
月
末
で
パ
ー
ト
タ
イ
ム

276
人
、
フ
ル
タ
イ
ム
319
人
だ
。

❸
㋐
把
握
に
努
め
る
。
㋑
工
夫
し

て
、
実
施
す
る
。
❹
審
査
基
準
を

設
け
、
慎
重
に
選
定
す
る
。

国
防
軍
は
反
対　

区
長
は
憲
法
９

条
守
れ
の
表
明
を

　

①
憲
法
９
条
を
守
る
こ
と
が
平

和
の
道
だ
と
表
明
し
て
は
。

　

区
長　

❶
国
政
の
場
で
議
論
さ

れ
る
べ
き
事
項
だ
。

　

①
区
実
施
の
胃
が
ん
リ
ス
ク
検

診
、
い
わ
ゆ
る
ピ
ロ
リ
菌
検
査
は

50
歳
か
ら
５
年
お
き
だ
。
希
望
す

る
区
民
全
員
に
行
う
こ
と
が
、
胃

が
ん
に
よ
る
死
亡
率
の
抑
制
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
所
見
は
。
②
高

齢
者
は
出
来
合
い
の
惣
菜
等
で
食

事
を
済
ま
せ
が
ち
だ
が
、
塩
分
も

多
く
健
康
を
害
す
る
要
因
と
も
言

わ
れ
る
。
空
き
教
室
等
を
利
用
し
、

区
立
小
中
学
校
の
給
食
を
材
料
費

程
度
の
料
金
で
提
供
し
て
は
。

　

健
康
福
祉
事
業
部
長　

❶
ピ
ロ

リ
菌
感
染
の
状
態
は
５
年
程
度
変

化
し
な
い
た
め
、
区
で
は
50
歳
か

ら
75
歳
ま
で
、
５
歳
刻
み
で
実
施

し
て
い
る
。
❷
小
中
学
校
で
の
実

施
は
、
空
き
教
室
の
確
保
が
難
し

い
。
高
年
者
懇
談
会
事
業
や
高
齢

者
外
出
習
慣
化
事
業
な
ど
の
既
存

事
業
の
拡
充
で
、
高
齢
者
の
閉
じ

こ
も
り
予
防
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
事
確
保
に
対
応
し
て
い
く
。

区
役
所
庁
舎
等
の
有
効
活
用

に
つ
い
て

　

①
障
害
者
の
方
々
が
就
け
る
仕

事
は
非
常
に
少
な
く
、
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
人
が
多
い
と
聞
く
。

目
に
障
害
の
あ
る
方
々
が
開
業
す

る
に
は
資
金
不
足
や
開
業
で
き
る

場
所
も
な
い
状
況
だ
。
区
役
所
等

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
、
仕
事
を
す

る
場
所
と
し
て
提
供
し
て
は
。

　

健
康
福
祉
事
業
部
長　

❶
区
役

所
等
の
行
政
財
産
は
本
来
の
設
置

目
的
に
沿
っ
て
使
用
さ
れ
る
も
の

だ
。
貸
し
付
け
以
外
の
方
法
と
し

て
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
16
館
で
視

覚
障
害
者
に
よ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ

ー
ビ
ス
等
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
様
々
な
手
法
に
よ
り
障
害
者
の

就
労
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

お
た
が
い
さ
ま
運
動
に
つ
い
て

　

①
区
民
に
ど
の
よ
う
な
形
で
ア

プ
ロ
ー
チ
し
、
ど
の
よ
う
な
効
果

を
期
待
す
る
の
か
。

　

区
長　

❶
公
募
し
た
標
語
を
も

と
に
広
く
区
民
に
趣
旨
を
周
知
し
、

気
運
を
高
め
る
こ
と
で
、
困
っ
て

い
る
人
が
い
た
ら
助
け
る
、
困
っ

た
時
は
助
け
て
と
言
え
る
ま
ち
づ

く
り
が
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

高
齢
者
な
ら
び
に
生
活
弱
者
の
施

策
に
つ
い
て

　

①
高
齢
者
を
犯
罪
か
ら
守
る
た

め
に
、
地
域
の
方
々
数
名
で
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
様
々
な
観
点
で
高

齢
者
単
身
世
帯
等
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
、
新
た
な
絆
社
会
の
構
築
が
必

要
だ
。
区
が
主
体
と
な
っ
て
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
は
。
②
共
助
社

会
構
築
の
一
つ
と
し
て
、
空
き
家

等
を
活
用
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
行
い
、
生
活
弱

者
等
に
提
供
し
て
は
。

　

区
長　

❶
民
生
委
員
、
町
会
等

を
中
心
と
し
た
高
齢
者
地
域
見
守

り
活
動
や
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
活

動
等
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
活
動
は
地
域
の
絆
と
し
て
機
能

し
て
お
り
、
一
層
充
実
し
て
い
く
。

　

健
康
福
祉
事
業
部
長　

❷
他
人

同
士
の
共
同
生
活
は
、
様
々
な
問

題
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
り
民

間
に
任
せ
る
分
野
と
考
え
る
。
生

活
保
護
と
の
関
係
で
は
、
保
護
の

適
用
が
難
し
い
と
い
う
課
題
も
あ

り
、
引
き
続
き
高
齢
者
等
生
活
弱

者
へ
の
住
宅
あ
っ
旋
の
相
談
を
行

う
な
ど
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

い
じ
め
や
体
罰
の
撲
滅
に
つ
い
て

　

①
自
分
が
い
じ
め
等
を
見
た
り
、

感
じ
た
と
き
に
ど
う
す
る
の
か
を

書
面
に
し
て
教
室
の
壁
に
貼
り
出

す
な
ど
、
児
童
・
生
徒
全
員
参
加

型
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
い
じ

め
・
体
罰
の
撲
滅
運
動
を
常
態
化

さ
せ
て
は
。
②
児
童
や
保
護
者
等

に
料
金
後
納
式
封
筒
を
配
布
し
、

い
じ
め
等
の
情
報
を
、
直
接
教
育

委
員
会
に
返
送
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
状
況
を
把
握
で
き
、
対
応
が

後
手
に
回
る
こ
と
を
回
避
で
き
る
。

学
校
に
目
安
箱
が
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
い
く
つ
も
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
を
つ
く
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
思
う
が
所
見
は
。

　

教
育
次
長　

❶
い
じ
め
を
議
題

と
し
た
懇
談
会
の
開
催
等
、
児
童

 

・
生
徒
自
身
に
よ
る
い
じ
め
防
止

の
取
り
組
み
が
区
全
体
に
広
が
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
継
続
や
発
展

が
児
童
・
生
徒
参
加
型
撲
滅
運
動

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
体
罰
は

教
師
の
問
題
で
体
罰
根
絶
宣
言
の

趣
旨
に
則
り
、
学
校
を
指
導
し
て

い
く
。
❷
い
じ
め
問
題
等
対
策
チ

ー
ム
は
、
目
安
箱
を
直
接
回
収
し

て
お
り
、
専
用
電
話
の
設
置
や
子

ど
も
か
ら
の
直
接
の
相
談
に
も
対

応
す
る
等
、
様
々
な
手
段
で
い
じ

め
等
の
サ
イ
ン
の
把
握
に
努
め
る
。

大西　光広　議員（み・無）

区民が健康であり続けるた
めの施策について

景
気
回
復
は
働
く
者
の
賃
上
げ
が
決
め
手

「
全
国
一
の
健
全
財
政
」
は
区
民
の
く
ら
し
応

援
に
こ
そ

飯
沼　

雅
子　

議
員

（
共
産
）

・・

　品川区議会では、議会の調査・研究活動の充実を図るため、有識者を招き、
議員研修会を実施しています。
　第 15回目となる今回は、平成 25年１月29日午後２時から、品川区役所
議会棟６階第一委員会室で開催しました。
　講師として、東日本電信電話株式会社代表取締役社長山村 雅之氏をお招き
し、「通信事業と地方自治体の関わり」と題して、講演をしていただきました。
　当日は、区議会議員と、区長などの幹部職員合計 88名が受講し、熱心に
耳を傾けました。

品川区議会議員研修会を開催しました

東日本電信電話株式会社
代表取締役社長　山村　雅之 氏


